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このたびは、エルモ システムI/Fボードをご導入いただきまして 

誠にありがとうございます。 

正しく使用していただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよく 

お読み下さい。また、お読みになった後は大切に保管して下さい。 
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１．安全上のご注意 
 

 
 

 

 安 全 に お 使 い い た だ く た め に － 必 ず お 守 り く だ さ い                                 

 
 
この「安全上のご注意」は、本機を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々

への危害や財産への損害を未然に防止するために守っていただきたい事項を示して

います。  
ご使用前によく読んで大切に保管してください。  
次の表示と図記号の意味をよく理解してから本文をお読みください。  

 

    警告 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容を示しています。 
 

    注意 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能

性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を

示しています。 

 

  

 

 図記号の意味  

 

 

  名称： 注意  

意味： 注意（しなければならないこと）を示すもので、具体的な注意内容は

近くに文章や絵で示します。 

  名称： 禁止  

意味： 禁止（してはいけないこと）を示すもので、具体的な禁止内容は近くに

文章や絵で示します。 

  名称： 風呂場・シャワー室での使用禁止  

意味： 製品を風呂場やシャワー室で使用することで火災・感電などの損害が

起こる可能性を示すもので、図の中に具体的な禁止内容が描かれて

います。 

  名称： 接触禁止  

意味： 接触すると感電などの傷害が起こる可能性を示すもので、図の中に

具体的な禁止内容が描かれています。 

  名称： 分解禁止  

意味： 製品を分解することで感電などの傷害が起こる可能性を示すもので、

図の中に具体的な禁止内容が描かれています。 
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   警告 
 

 

 

この機器のキャビネット、カバーは外さない。 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内部の点検・整備・修理は、

販売店にご依頼ください。 

 

この機器を改造しない。 

火災・感電の原因となります。 

 

 

この機器に水や異物を入れたり、またぬらさない。 

火災・感電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意

ください。 

 

風呂場・シャワー室では使用しない。 

火災・感電の原因となります。 

 

 

雷が鳴り出したら本体、接続コード、電源プラグなどには触れない。 

感電の原因となります。 

 

 

 
 
 

   注意 
 

 

 

接続コネクタを抜くときは、接続コードを引っ張らない。 

コードが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。 

必ずコネクタを持って抜いてください。 

 

湿気やほこりの多い場所に置かない。 

火災・感電の原因となることがあります。 

 

 

調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気・水滴が当たるような場所に置かない。 

火災・感電の原因となることがあります。 

 

 

接続コードを熱器具に近づけない。 

コードの被ふくが溶けて、火災・感電の原因となることがあります。 

 

 

接続は指定のコードを使用する。 

指定以外のコードを使用したり、コードを延長したりすると発熱し、火災の原因と

なることがあります。 

 

屋外で使用しないでください。 

感電・火災の原因となることがあります。 
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２．使用上のご注意 

 

■ 本機は弊社製ボードホルダ IF-6000、IF-6800、IF-6800E 専用に作られたものです。必

ず専用ホルダにマウントしてお使いください。 

 

■ 保管にあたっては直射日光の当たる所、暖房器具の近くに放置しないでください。 

変色、変形、故障の原因となることがあります。 

 

■ 本機の掃除は、乾いたやわらかい布で拭いてください。 

シンナーやベンジンなど揮発性のものは使用しないでください。 

 

■ 湿気やほこりの多い場所、潮風の当たる場所、振動の多い所には置かないでください。 

使用上の環境条件は次のとおりです。 

 温度：0℃～40℃ 

 湿度：30％～85％（結露しないこと） 

 

■ Ｉ／Ｆボードホルダへの組み込みは、ホルダの電源スイッチを切り、電源コードのプラグ

を抜いてから行ってください。 

 

■ 静電気により基板上の部品が破壊される恐れがあります。Ｉ／Ｆボードの組み込みは、 
ジュータンなどの静電気が発生しやすい環境で行わないでください。また、作業をする前

に接地された金属物などに触れ身体の静電気を放電後に行ってください。 
 

■ Ｉ／Ｆボードはバックパネルもしくは基板端面を持ち、部品に直接触れない様にしてくだ

さい。 

 

■ すべての接続はＩ／Ｆボードホルダの電源を切った状態で行ってください。 

 

■ 本機の電源は接続されている機器と同時、もしくは最後に投入してください。 

 

 

 

 

３．概要 
 

本機は、当社製Ｉ／Ｆボードホルダ IF-6000、IF-6800、IF-6800E 専用のシリアルＩ／Ｆボードで

す。ボードホルダに組み込んで使用します。 

接点の状態をシステムコントローラ CP-50X にシリアル信号で送信、システムコントローラからのシ

リアル信号でリレー接点を出力する事も可能です。 

・８回路の接点入力が可能です（フォトカプラによる絶縁） 

・４回路の独立・絶縁したリレー接点出力が可能です。 

・接点入力信号で、任意のシリアルコマンド出力が可能です。（接点－シリアル変換） 
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４．仕様 

（１）本体 

 仕様 
ID 選択 256 通り（ID スイッチにて設定可能） 
接点入力 
（ 8P 端子台 x 2 ） 

無電圧接点入力 x 8  （Ｌレベルホールド時間 最小 10ms） 

※フォトカプラ絶縁による電流駆動入力、負論理 

出力型式 
（ 8P 端子台 x 1 ） 

無電圧メイク接点出力 x 4  （リレー接点） 

※各接点は独立・絶縁、接点入力端子との切換式 
 接点容量 DC24V 1A、AC125V 0.3A （抵抗負荷） 

内蔵コマンド数 9 コマンド （接点－シリアル変換時に使用可能、起動時出力を含む） 
 ※起動時出力は本機の電源投入時に出力されます 

動作電源 DC12V , DC5V（専用ボードホルダより供給） 
消費電力 2W （ 最大 ） 
質量 60 g 
外形寸法 幅 28.7 mm、高さ 88 mm、奥行 81.2 mm（ 本体のみ突起部を含まず ）
動作温度範囲 0 ～ 40 ℃ 
動作湿度範囲 30 ～ 85 %（ 結露しないこと ） 

詳細については、販売店、弊社支店・営業所にお問い合わせください。 

 

（２）外観 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 仕様及び外観等は改良のため予告なく変更することがあります。 

 

 

（３）付属品 

・ 取扱説明書 ｘ1 ・ マウントネジ（黒） ｘ2 
・ 8P コネクタ ｘ2 ・ 短絡ソケット ｘ5 

 

※  システム組み込み・設定につきましては、販売店、弊社支店・営業所までお問い合わせく

ださい。 
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５．各部の名称と機能 
 

（１）本体 

 

    ①        ⑦ ⑧        ⑨ ⑩ 

 

  ② 

  ③ 

 

  ④ 

  ⑤ 

  ⑥ 

 

 

 

① モードスイッチ 

工場使用スイッチです。 

※ 全て「OFF」（出荷時設定）で使用して下さい。 

② 上位 ID スイッチ 

ID の設定をします。（0～Fの 16通り） 

③ 下位 ID スイッチ 

ID の設定をします。（0～Fの 16通り） 

④ 電源表示 LED 

本機に電源が供給されている時に点灯します。 

⑤ 通信表示 LED 

システムコントローラとの通信時に点灯します。（ 基板側：受信 上側：送信 ） 

⑥ 動作表示 LED 

アクティブ状態の接点入力・出力があれば点灯します。（ 基板側：入力 上側：出力 ） 

⑦ ポートスイッチ 

動作ポートの切換をします。 

⑧ コモン取り用プラグ 

付属品の短絡ソケットを使用して、コモン取りを行う事ができます。 

⑨ CONTACT INPUT（ CONTACT OUTPUT ）コネクタ 

無電圧接点入力用コネクタです。設定により無電圧メイク接点出力コネクタになります。 

⑩ 取付穴（バックパネル） 

付属のネジを使用して、Ｉ／Ｆボードホルダに取り付けます。 
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（２）コネクタ信号表 

 

ａ．CONTACT INPUTコネクタ（ 無電圧接点入力 ） 

押しボタンスイッチなどの無電圧接点を接続します。「Ｇ」端子はすべて内部で共通コモン

になります。 

接点入出力で使用する場合には、「CONTACT OUTPUT」表示のあるコネクタが無電圧メイ

ク接点出力コネクタとなります。 

 

１）共通コモンの設定、接点入力・出力切換 

コモン取り用プラグ（⑧）を使用すると、接点の共通コモンを設定することができます。 

また、入力・出力の切換時に設定が必要になります。 

※ 入力・出力の切換の際は、ポートスイッチ（⑦）を同時に設定する必要があります。 

  工場出荷時設定は「JP1」「JP2」ともに、すべて開放（接点出力）です。 

※ 接点入力で使用する場合は、JP1 ですべての「C」のコモンを取り、「C」と「G」をショー

ト（ソケットを挿入）します。さらに JP2 をショート（ソケットを挿入）します。 
※ 設定は販売店、弊社支店・営業所にて行います。 

 
 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

ｂ．ポートスイッチ 

本機を同一ＩＤで２枚使用する際に、１枚をＢポートに切り替えます。 

また、動作モードを切り替えます。 

※ 接点－シリアル変換で使用する場合は、動作モードを「接点入力」にします。 

※ 設定は販売店、弊社支店・営業所にて行います。 
 

番号 スイッチの役割 O N OFF 

1 *1 ポート切替 Ｂポート Ａポート 

2 *2 動作モード 接点入力 接点入出力 

＊1 旧製品II-1016との互換性維持用です。それ以外は「OFF」で使用してください。 

＊2 動作モードを変更した際は、コモン取り用プラグ（⑧）を同時に設定してください。 

※ 工場出荷時設定は全て「OFF」です。 
 

①

⑤

１(5) 
C(G) 

２(6) 
C(G) 

４(8) 
C(G) 

３(7) 
C(G) 

接点入力用内部 
「G」端子へ 

JP1 

JP2 
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保証とサービスについて 
 

この商品は取扱説明書（本書裏面）が保証書を兼ねております。所定事項の記入及び記

載内容をご確認いただき、大切に保管して下さい。 
 

・保証期間中に修理を依頼されるときは、お買上げの販売店にご連絡ください。保証書の記載内容

により、販売店が修理いたします。 

・補修用性能部品について 

当社では、この製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を製造打ち切

り後８年間保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。 

・保証期間経過後、修理を依頼されるときは、お買上げの販売店にご相談ください。修理により製

品の機能が維持できる場合には、ご要望により、有料で修理いたします。 

・保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明な点は、お買上げの販売店にお問い合わ

せください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は、株式会社エルモ社の商標です。 
 
 
 
 

製品のお問い合わせは、最寄りの弊社支店または営業所へ 

本 社 〒467-8567 名 古 屋 市 瑞 穂 区 明 前 町 ６ 番 １ ４ 号 ☎ (052)811-5131

東 京 支 店 〒108-0073 東京都港区三田３丁目１２番１６号  山光ビル４階 ☎ (03)3453-6471
名 古 屋 支 店 〒467-8567 名 古 屋 市 瑞 穂 区 明 前 町 ６ 番 １ ４ 号 ☎ (052)824-1571
大 阪 支 店 〒540-0039 大 阪 市 中 央 区 東 高 麗 橋 ２ 番 ４ 号 ☎ (06)6942-3221
仙 台 営 業 所 〒980-0023 仙台市青葉区北目町 1 番 18 号 ピースビル北目町４階 ☎ (022)266-3255
広 島 営 業 所 〒730-0041 広 島 市 中 区 小 町 ５ 番 ８ 号  ド ル チ ェ ２ 階 ☎ (082)248-4800
Ｓ Ｏ Ａ 事 業 本 部 〒550-0014 大阪市西区北堀江３丁目１２番２３号 三木産業ビル７階 ☎ (06)7670-0025

東 日 本 営 業 部 〒101-0021 東京都千代田区外神田５－４－９ ハニー外神田第２ビル ☎ (03)6841-0006
九 州 営 業 部 〒812-0039 福岡市博多区冷泉町２番８号  朝日プラザ祇園２階 ☎ (092)281-4131

URL http://www.elmo.co.jp 
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